
2008 年 9 月 

関西生殖発生毒性フォーラム 
 

第 22 回関西生殖発生毒性フォーラム案内（１） 

 

 

第 22 回フォーラムを下記の要領で開催致します。今回は「医薬品及び化学物質の環

境リスクアセスメント」を中心に企画しました。欧米での新薬承認申請時に環境リスク

アセスメントが求められている昨今、興味ある内容になると思いますので、是非ご参加

下さい。また、同施設、同企業の方にもお知らせいただければ幸いです。 

なお、今回は会場の都合により、大阪市立弁天町市民学習センターでの開催になりま

すので、ご留意下さい。 

 

日時： 2008 年 10 月 25 日（土）13 時～17 時（受付：12 時 50 分～13 時 10 分） 

なお、事前登録は不要ですので、会場に直接お越し下さい。 

会場： 大阪市立弁天町市民学習センター・講堂（オーク 2 番街 7 階） 

大阪市港区弁天 1 丁目 2-2-700［Tel：06-6577-1430（代）］ 

最寄駅：地下鉄中央線／JR 環状線「弁天町」下車、徒歩 5 分 

会費： １０００円 

 

 

プログラム 

 

１．はじめに 

「医薬品の環境影響評価に関するアンケート調査」 

 

２．教育講演１ 

「医薬品の環境影響とリスク管理」 

     東 泰好（アストラゼネカ㈱ 前臨床開発部） 

 

３．教育講演２ 

「化学物質の環境リスクアセスメントに関する概論（仮題）」 

仲井 俊司（住友化学㈱ 生物環境科学研究所） 

 

４．話題提供 

「環境リスク評価に用いる水生・陸生動物試験」 

 

気軽な服装でご参加下さい。なおフォーラム終了後、約 2 時間程度の懇親会を予定しております。 

 

 



 

 

 

【大阪市立弁天町市民学習センター案内図】 

 
会場： 

大阪市立弁天町市民学習センター・講堂（オーク 2 番街 7 階） 

交通： 

地下鉄中央線「弁天町」下車西口 2 番出口、又は JR 環状線「弁天町」下車北口を出

て、共に連絡通路にてオーク 2 番街 7 階へ（徒歩 5 分） 


